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美術科授業における彫刻技法に関する教材について
一乾漆彫刻技法のモデリ ングペーストによる応用一 
Development of Teaching Materials of Sculpture Technique for Art Class 
: Application of Dry Lacquer Sculpture Technique Using Modeling Paste 
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MURAKAMI Yusuke 
教員養成系大学の学生のための美術に関する授業において, 彫刻分野の内容が学生にとって難しいのではないかと感ず
ることがある。 学校教育において日本の美術の重要性が唱えられるようになり, 日本の彫刻の変遷を踏まえながら, 伝統
的な乾漆彫刻とその技法に関する内容を図版, 映像資料等を提示し講義に含めているが, 実技を取入れた授業がより確実
な理解に素がると考える。 そこで安全性を考慮し授業に取入れる方法, および中学校や高等学校の美術科授業に活用でき
る教材について検討した。 実際に漆を扱う ことが困難であるため, その代用としてモデリ ングペースト を使用することで, 
乾漆技法について理解をたすける教材開発の可能性を探った。 検証の結果, 漆の代用としてのモデリ ングペーストは, 疑
似体験ではあるが, その制作工程は漆を扱う感覚と近いものとなり, さらに作品として成立し, 質感も優れ十分な成果を
得ることができた。 本稿は, 専門的な彫刻技法を習得するための教材研究ではなく, 日本の美術 , 伝統文化を知る一助と
なり, さらには美術の授業をつう じて豊かな人間の社会や生活, 文化に大いに関わり, 日本の美術, 伝統文化が次世代に
業がるこ とを期待するものである。 
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はじめに
学習指導要領において日本の美術の重要性について言
及されるよう になって久しい。 中学校においては, 日本
及び諸外国の作品の独特な表現形式を活用すること, 高
等学校では, 日本の美術の歴史や表現の特質 , 日本及び
諸外国の美術文化について理解を深めること等が挙げら







り, 素材に関しては木, 石, ブロンズ, 石膏, 樹脂, 金
属, 漆等がある。 そして, その素材に対する技法はそれ
ぞれ複雑である。 彫刻作品が, どのよう に制作されたの















し, 提案するためモデリ ングペースト2 の使用が可能で
はないかと着想し, 本研究に取り組んだ。
モデリ ングペーストは, 大理石の粉末とアクリル樹脂













四天王像 ( 7 世紀) が現存する最古の例であるが, 美術
平成29年10月25 日受理






錆漆とは, 漆と水練り した砥の粉(以降, 水練り砥の
粉とする) を練り混ぜたものであり, 硬化した様子が金
属の錯と似ていることから, その名称がつけられ, 単に
'錯 ' ともいわれる。 技法書3 によれば, その漆と水練














技法が主流となっている。 一方, 木芯乾漆彫刻技法は, 
例として唐招提寺千手観音立像にみられる9 割程度完成
した木彫に直接, 錯漆と麻布を積層してつく る技法であ








まず, 乾漆彫刻技法の錆漆にあたるものと して, アク
リル錯をつく るうえでのモデリ ングペーストと水練り砥
の粉の混合量と硬化の関係を調べる必要から, アクリル
錆のテスト ピースをつく り, 代用が可能であるかを検討
した。
乾漆彫刻技法において, 漆と水練り砥の粉の混合比は, 
1 ~ 1.2 : 3 を標準とする。 また, 砥の粉に加える水の
分量は, 砥の粉の約半量であり, 技法書には “水を加え
てねって, 油繪の具のホワイ ト位のかたさに したも








の関係を調べるために, いく つかのテスト ピースをつく
り検証した。 ここで一番重要となることは, 水練り砥の
粉の混入量である。 水練り砥の粉の混入量が増加するに
















テス ト ピースの厚さは, モデリ ングペース ト単独使用
でも2 mm程度が標準であり, 砥の粉を混入することによっ
て, 硬化度の低下とひび割れが生じる可能性があるため
に, 厚さは1 mm とした。 実際の乾漆彫刻技法においても, 
厚さは1 mm程度の制限があるために, 乾漆彫刻技法と同
様の厚さを設定した。
テスト ピースの水練り砥の粉の混入量は, モデリ ング






テスト ピースの大きさは, 1 mm厚のパルサ材を2 crux 
5 cmの大きさで切り抜き型枠を作った。 それをプラスチッ
ク板の上に置き, その型枠内にモデリ ングペースト と水
練り砥の粉を混ぜたアクリル錆を塗布した。 底面部分に
プラスチ ック板を使用したのは, 強度を調べるため, テ
スト ピースを取り出す際に, 容易に剥がすことができる
と判断したためである。 しかし, 実際のところ, 水練り
砥の粉の混入量が少ないにもかかわらず, どの割合のテ
ストピースも2 ~ 3 時間後にひびが生じた。(写真 1 ~ 
4) 




う。 テスト ピースの型枠の底面がプラスチック板であり, 
モデリ ングペーストと水練り砥の粉に含有する水分が底
面に浸透しなかったこと, および型枠の側面が木材であっ






















と予測した。 実際に油粘土で型枠を作成し, モデリ ング
ペーストと水練り砥の粉のアクリル錯を1 mm厚で塗布し
たところ, 塗布 1 ~ 2 時間後にひびが入る結果となった。 
(写真6 ) 
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(写真 6 ) 油粘土の型枠のテストピース
水粘土の型枠でのテスト ピース作成に関して, モデリ
ングペースト1 に対して水練り砥の粉の混合比は, 0.5, 
1.0, 1.5, 2.0, 2.5, 3.0に設定し, 硬化テストを行った。 
(写真 7 ~ 12) 2.0以上の砥の粉の混入量ではモデリ ング
ペーストと砥の粉を練り混ぜると錆漆の硬さとは全く違
い, 非常に柔らかく 流動し, 刷毛目も生じなかった。 






















粘土あるいは木材 (木彫) を用い, どちらの場合も原型
を9 割程度の完成でとどめ, その上に直に錯漆と麻布を


















であり, 木彫としてつく りあげたものに, 別のものでコー
















材料として, モデリ ングペースト, 砥の粉, 麻布また
はガーゼを用意する。 麻布やガーゼは糊分が含まれてい




やすい大きさを用意しておく。 本研究は小品 (高さ17cm 











く時間もかかり強度も低く なる。 切り方は, 麻布の繊維
方向に対して斜めにバイ アス切り しておく と, 曲面や細
かな場所にも密着させることができる。
道具と して, 練板 (ガラスやプラスチック板等) , へ





まず, 砥の粉を乳鉢で粉末状にし, 水を加えよく練る。 
次にモデリ ングペーストと水練り砥の粉を計量スプーン
等で同量となるように計り, 練り板の上でへらやぺイ ン
テイングナイ フ等を使用し, よく 練り混ぜ合わせる。 






筆やぺイ ンテイングナイ フ等で, 芯材にアクリル錆を
塗布する。 なるべく厚みの差ができないように1 mm程度
に均一に塗布する。 平面はぺイ ンテイングナイ フ, 曲面
は刷毛や筆を使用すると良い。 塗り残しが無いよう十分
に注意して全体を塗る。 1 回目の塗りの乾燥後, 2 度塗
りすると確実である。(写真18, 19)
乾燥時間は, 通常のモデリ ングペーストの乾燥時間と
ほぼ同様である。 完全乾燥は72時間を要するが, 通常, 
半日程度の乾燥で次の工程に進むことができる。 
(写真18) アクリル金青の塗布 ( 1 回目途中) 
(写真19) アクリル金青の塗布 ( 1 回目完了) 
・布張り
1 回ないしは2 回のアクリル錆の硬化後, 1 回目の塗









付けるためには, 約 2 倍の分量のアクリル錯が必要とな
る。 
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また, 麻布は隣同士 2 ~ 3 mm程度重なるように全体に
張り付けていく。麻布が張り付けられていない部分は, 
補強材が無い状態となるため, 張り忘れのないよう十分


























く ことができる教材となった。 また, 材料や道具の安全
性の面から, 中学校や高等学校の美術科の授業でも, 十
分に活用できよう。
アクリル錯は錯漆より も削りやすく, 可塑性があり, 
モデリ ングとカー ウ' インク双方の技法に対応している。 
そのため彫刻あるいは立体制作において形態や空間をみ
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値より計算し, 漆 : 水練り砥の粉を1 ~ 1.2 : 3 とし
ているo
4 同上 p90 
